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館
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熊野町公民館 

事
業
名 

よしもと流 漫才講座 

趣
旨 

○お笑いを通して，受講者が相手に伝わる話し方，コミュニケーションの取り方などを学ぶ。 

特
徴 

○第１回：フリ・ボケ・ツッコミ・オチの付け方など、ネタづくりをわかりやすく解説！ 
○第２回：できあがった漫才を披露する“ＫＵＭＡ－１グランプリ”開催 

お客さん（お友達，ご家族など）を呼んで笑ってもらおう！！ 

事
業
の
様
子 

【第１回】 

 

フリ・ボケ・ツッコミ・オチ（座学） 

 

【第１回】 

 

講師 広島県住みます芸人 

松浜 心  

【第２回】 

 

ＫＵＭＡ－１グランプリ 

最優秀コンビ「カレーライス」 

【第２回】 

 

ＫＵＭＡ－１グランプリ 

観客 
 

活
動
実
績 

【実施期日】 

  第１回 平成 29 年７月 25 日（火） 午後２：30～３：30 

  第２回 平成 29 年８月 10 日（木） 午後２：30～３：30 

【実施場所】 

  熊野町公民館 教養娯楽室 

【実施機関・団体等】 

  熊野町公民館 

【対象者及び参加者数】 

  第１回 中学生 14 名 

  第２回 中学生 14 名＋観客約 50 人 

【事業費】 

  20,000 円 



広島県立生涯学習センター 

  （内訳：報償費 20,000 円） 

【参加者の声】 

 ○日常で起きたことをネタにできることがわかったし，楽しかった。 

 ○人前で話して，笑ってもらうことの難しさがわかった。 

【自由記入】 

 ○参加者に対する講師の声掛けが上手だったので，雰囲気良く進行することができた。 

 ○同じクラブ活動をしている中学生たちだったので，コンビを組むことが円滑にできた。 

成
果
と
課
題 

【成果】 
○第１回の座学の後，コンビで作成したネタを披露するときは，恥ずかしそうにネタ帳を持 
って漫才をしていたが，第２回は，練習してきた様子が見られ，ネタ帳なしで堂々と身振
りも加えて上手な漫才になっていた。 

○大勢の人の前で話すことで，表現することの楽しさにふれることができた。 
○相手に内容を伝え，楽しんでもらうためには，話し方や話す内容・順序などを意識する
こと，また，身振りを使うことも効果的であることを体験することができた。 

【課題】 
○公民館に自主的に直接参加申し込みをする中学・高校生が少なかった。 

 

【運営した感想】 

（工夫したこと） 

○これまで中学・高校生を対象とした講座を行っていなかったので，学生が参加しやすい

夏休みを活用して楽しい講座になるようにした。 

○普段から顔を合わせ，お互いの様子がわかっており，コンビを組むことにも抵抗が少な

いと考え，クラブ活動をしている団体に参加を呼び掛けた。また，参加人数の見通しも

持ちやすかった。 

  

（嬉しかったこと） 

○第２回の観客が予想していた人数よりも多かったこと。 

○第１回の座学から第２回の本番までの間に，コンビで練習をしてＫＵＭＡ－１グランプリ

に臨んでくれたこと。 

  

（今後の希望） 

 ○来年度も同じように実施し，中学生だけでなく高校生も参加してもらえるように工夫して

いきたい。 

連
絡
先 

熊野町公民館 
〒７３１－４２１４  安芸郡熊野町中溝一丁目１１番２号 
電話  ０８２－８５４－３１１１ ファクシミリ  ０８２－８２０－５８２０ 
電子メール  shogai@town.kumano.hiroshima.jp 
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